
EYEWITNESS写真展

関西学院大学 キリスト教と文化研究センター主催

Eyewitness（目撃者たち） 人権問題講演会（11月14日・15日）、キリスト教と文化研究センター主催講演会（11月14日）で講演される
桃井 和馬氏（写真家・ジャーナリスト）が参加する写真家7人で結成されたプロジェクトチームの名称。

地球環境を伝えるために、
いま7人の写真家が力を合わせる。

環境を守り、自然本来の姿を伝えるために写真家たちは何ができるのか？
その答えとして「Eyewitness 目撃者たち」というプロジェクトをスタート。

地球上の各地で刻 と々変化する環境、
自然本来の偉大な力を目撃してきた写真家たちが、
子どもたちと未来を担うすべての人々に、「未来への伝言」を伝える。

桃井 和馬　　小原　 玲　　野田 雅也　　倉沢 栄一　　山下 大明　　会田 法行　　前川 貴行

自然の大切さ、雄大さ、その中での破壊など、地球環境をテーマにした作品48点を展示。

11/10  ～11/16［ 日時 ］ 

［ 会場 ］ ［ 展示内容 ］ 

9時～18時（土日を除く）木 水

吉岡記念館ラウンジ
入場料：無料

プロジェクトメンバー

＜お知らせ＞桃井和馬氏の作品集、著書は大学生協書籍部にコーナーを設け、販売されています。

子どもたちと未来を担うすべての人々へ
「スコール上に現れた虹」ギアナ高地・ベネズエラ

（撮影 桃井 和馬氏）


